
 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

中
川
先
生
の
へ
ん
て
こ
日
本
語 

 

 
 

 
 

３
番
乗
り
場
か
ら
出
発
し
ま
す 

  
  

 筆
者
が
普
段
利
用
す
る
JR
草
津
駅
で
電
車
を
待
って
い
た
ら
、
「次
の
新
快
速
の
〇
〇

行
は
３
番
乗
り
場
か
ら
出
発
し
ま
す
」と
Ａ
Ｉ
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
聞
こ
え
て
き
た
。
耳
慣
れ

ぬ
音
に
す
ぐ
さ
ま
反
応
し
た
。
「出
発
」？
「発
車
し
ま
す
」で
は
な
い
の
か
。
ひ
ょ
っと
し
て

草
津
駅
発
の
電
車
か
？
と
も
思
った
が
、
そ
う
で
も
な
い
。 

 

仕
事
帰
り
に
、
始
発
電
車
の
多
い
京
都
駅
で
い
く
つ
か
の
ホ
ー
ム
で
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
聞
い
て

み
た
が
、
ど
こ
か
ら
も
「出
発
し
ま
す
」と
は
聞
こ
え
て
こ
な
い
。 

 

「発
車
」と
「出
発
」は
、
ど
こ
か
違
い
が
あ
る
。
ち
ょ
っと
調
べ
て
み
る
と
、
「発
車
」は
、
「公

共
交
通
に
属
す
る
車
両
に
対
し
て
使
う
」と
あ
る
。
「バ
ス
は
定
刻
に
発
車
し
た
」次
の
柘
植

行
き
は
、
２
番
乗
り
場
か
ら
発
車
し
ま
す
」の
よ
う
に
使
う
。 

 

そ
れ
に
対
し
て
「出
発
」の
方
は
、
「人
や
事
が
目
的
地
に
向
か
う
」こ
と
を
表
す
と
あ

る
。
「毎
朝
８
時
に
う
ち
を
出
発
し
ま
す
」「支
援
物
資
を
積
ん
だ
車
は
被
災
地
に
向
け
て

出
発
し
た
」な
ど
と
使
う
。 

 

公
共
交
通
で
あ
って
も
、
定
刻
通
り
に
進
ま
な
い
と
、
「次
の
〇
行
き
は
、
只
今
30
分
遅

れ
で
京
都
駅
を
出
発
し
ま
し
た
」な
ど
の
よ
う
に
な
る
。 

 

す
る
と
、
や
は
り
筆
者
が
聞
い
た
「３
番
乗
り
場
か
ら
出
発
し
ま
す
」は
間
違
い
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
一
瞬
「当
駅
発
電
車
の
場
合
に
は
『出
発
』を
使
う
の
か
」と
も
推
測
し
、
「大

発
見
」か
と
も
思
った
が
筆
者
の
希
望
は
脆
く
も
戯
言
と
化
し
た
。
お
そ
ら
く
Ａ
Ｉ
原
稿

を
作
成
す
る
際
の
間
違
い
だ
った
の
だ
ろ
う
。 

 

い
つ
も
思
う
の
だ
が
、
電
車
は
定
刻
に
「発
車
」し
て
ほ
し
い
も
の
だ
。 
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                       ２０２４年 ９月７日（土） キラリエ草津 

オリーブスピーチ大会  ２０２４ 
   今年のエントリーは、 入門４名、 初級８名、 中上級２名、 ８カ国からの参加です。 

 夏休みなどでお休みする人も多い中、先生からの粘り強いプッシュで盛況となりました。 

今年は、日本語を勉強し始めたばかりの方や小さな子供さんなど日本語入門者も参加してくれました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オリーブスピーチ大会 

チュプラ イリーナ 

「ウクライナと日本の文化 

ファム ティ ガン 

（ベトナム） 

「日本での生活」 

 

ヤマガワ マサコ（ブラジル） 

「日本に来てびっくりしたこと」 

ガイレ スミトラ 

（ネパール）「日本に来

てびっくりしたこと」 

 ※ＫＩＦＡの大会に出場された方

はそちらで紹介しています。  

アミラ （スーダン） 

「私の日本語チャレンジ」 

 ジャナ （スーダン） 

「幼稚園での楽しい毎日」 

日本語のお歌がじょ

うずだね～ 

最後は恩地さんからの

一人一人への講評。 

励みになりますね。 

上位入賞者はＫＩＦＡ

のスピーチ大会へ出場

しました。 



 

 

 

 

 

そして入賞者はＫＩＦＡのスピーチ大会へ！ 

 

 

 

 

審査をを待つ間は、楽しいビ

ンゴ大会。三宅さんのユニー

クなビンゴクイズ♪ 

やっとビンゴした～  

あ、もう賞品が少ない… 

スピーチ参加者には、スタッフの一言メ

ッセージが一人ずつに渡されます。 

第３回ＫＩＦＡ外国人による日本語スピーチ大会 
 ９月２９日（日）キラリエ草津 ６Ｆ 

き、緊張のトップバッター 

エヴァン・ウェリアナ 

（インドネシア） 

「日本での生活と仕事」 

グエン・ゴック・ホア 

（ベトナム） 

「日本でのせいかつ」 

ワーラー・ハーミド 

 （スーダン） 

「日本での新しい毎日」 

彭豊（中国） 

「日本に来て驚いたこと」 

ラフマン・スダンダ 

 （インドネシア） 

「積み重ねが自分を作る」 

そして、初級の部で入賞した 

ジョランド ラバゴ（フィリピン） 

「私がここ日本に入る理由」 

うれしそう！おめでとう！ 

ほっとした表情でオリーブメンバーでの記念撮影。みなさん、おつかれさまでした～ 

出場者が手に抱えているのは、参加賞のお米。今年は特にうれしいね。 

日本が大好きなのが伝わ

ってきました 私より日本のことをよく

知っていますね！ 
さいふが見つかってよか 

ったね。 間がとてもよくて聞き取

りやすかったです。 



 

先月の活動（９月）                           今月の活動予定（１０月） 

         

 

 

 

●日本語教室の(M)は定例ミーティング 

 

 

 

   

※７日はスピーチ大会で授業はなし 

キラリエサポーター年間スケジュール」 

キラリエサポーターは「市民総合交流センターで開催される事業の運営への年２回以上の参画」が求められます。 

今年はあと一度の参加が必要です。テーマに興味のある方、そしてお時間のある方、ぜひ参加してください。 

 

滋賀ＹＭＣＡ日本語学習支援者セミナー 

 無料です。（先着４０名） 後半のスキルアップ編の申し込みはまだ始まっていません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            

 

  

 

 ９/７ ９/１４ ９/２１ 

学習者 １８人 2４人 2４人 

スタッフ ２４人 ２５人 ２８人 

ワークショップ（ラウンドテーブル） １０月２３日（水）午前 １２月１８日（水）夜 ２月１４日（金）夜 

市民活動交流会 １月１１日（土）午後  

講演会「ひととまちの未来を作るカレッジ」 ２月６日（木）夜  

ひとまちキラリ 実務講座 １１月１５日（金）午前  

ひとまちキラリまちづくり助成 １１月３０日（土）午前 プレゼンテーション ３月１日（土）成果発表会 

 日本語教室 ９月 １４(M),２１, （２回） 

 ９/７ オリーブ日本語スピーチ大会（キラリエ） 

 ９/２８ ＫＩＦＡ 日本語スピーチ大会（キラリエ ６Ｆ） 

                       （恩地 山元 豊田） 

                                        

会員の動き （９月） 

〈退会〉 松宮 清志 

〈入会〉 なし 

日本語教室  ５(M), １９, ２６ (３回) 

 

編集後記   

２度のスピーチ大会に追われた

９月でした。ＫＩＦＡで入賞した

ジョランドさんが、平日に３度も

キラリエに通って担当の先生とス

ピーチの練習をしたというのを聞

いて感動しました。日本語学習に

も熱意が大切なんですね。勉強に

なりました。    （フクイ）  

祝 合格 
７月７日 日本語能力試験合格者 

  

Ｎ３ ミョー ミン ゾー（ミャンマー） 

Ｎ４ アニフ イスナエニ（インドネシア） 

    エヴァン ウェリアナ（インドネシア） 

    レ ティ リン （ベトナム） 

    ファン ティ ガン（ベトナム） 

    チュプラ イリーナ（ウクライナ） 

テーマ「みんなで考える地域防災 ～防災イベントパッ

ケージをつくろう～」 

 

ケ
ン
ジ
さ
ん
の
俳
句 

や
り
な
げ
を 

追
い
越
す
よ
う
な 

秋
の
風 

１０月１９日（土）（入門編）第２回やさしい日本語ワークショップー外国人と日本語で話そうー 

１２月 ７日（土）（スキルアップ編）第１回 日本語教育と国語教育の違いを考える 

１月１９日（日）（スキルアップ編）第２回 授業で使える練習問題・試験問題を作ってみよう 

２月１５日（土）（スキルアップ編）第３回 受講者の話す力を伸ばすには 

     会場はいずれも彦根市勤労者福祉会館（スキルアップ編は変更の可能性あり） 

入門編の申込はこちらから 


